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IIJ 概要

◼会社概要

会社名
株式会社インターネットイニシアティブ

（Internet Initiative Japan Inc.）

設立年月日 1992年（平成4年）12月3日

従業員数
4,747名（連結）

2,655名（単体）

本社所在地
東京都千代田区富士見2-10-2
飯田橋グラン・ブルーム

事業所（国内）

●支社
関西,名古屋,九州

●支店
札幌,東北,横浜
北信越,中四国

●営業所
豊田,新潟,沖縄

代表取締役会長 鈴木 幸一（Co-CEO）

代表取締役社長 勝 栄二郎（Co-CEO & COO）

資本金 230.23億円（2023年5月31日現在）

営業収益 2.527.1億円（2023年3月期）

上場証券取引所 東京証券取引所プライム市場

ネットワーク事業

インテグレーション事業

クラウド事業

セキュリティ事業

モバイル事業

事業内容

日本初の商用インターネッ
ト接続サービスを提供

主な実績

バックボーンネットワーク
世界一周を実現

日本初のコンテナ型データ
センターを松江に開設

日本初の「Full MVNO」
を立ち上げ

左：鈴木幸一、右：勝栄二郎

飯田橋本社

格安スマホブランド「IIJmio」
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LoRaWANへの取り組み

LoRa / LoRaWANとは ～農業農村に適した通信規格～

LoRaWAN®はLoRa®の変調方式を採用し、デバ
イスからゲートウェイ、LoRaWAN®サーバまでの
通信方式・制御方式を定めたプロトコルを指します。
特定ベンダに捉われない、LoRa Alliance®という
第三者機関にて仕様が策定され、オープンソースと
して公開されています。
LoRaWAN®の仕様に準拠した製品同士であれば、
ベンダが異なっても相互通信が可能なため、セン
サーなど接続機器の選択肢を広げることができます。

LoRa🄬はLPWA（Low Power Wide Area）に分類される無線変調方式です。
通信は低速で映像のような大量のデータの送受信はできませんが、かわりに長距離通
信、低消費電力、低コストで運用することができるため、センサー情報など小さな
データを効率的に送るのに最適です。
米国の大手半導体メーカであるSemtech社により開発。
LoRa®は無線の周波数変調方式のことを指し、日本では免許不要帯域（アンライセ
ンスバンド）の920MHz帯（920～928MHz）を採用しているため、自前で基地局を
設置し、LoRa®の無線ネットワークを導入することが可能です。

LoRa®

Private LoRa®／LoRa® 
Private

LoRa®の変調方式を用いて、デバイス間の通信プ
ロトコルや制御を機器ごとに独自に定めた方式。
P2Pでの簡易的な通信や、LoRaWAN®の仕様では
対応できない特殊なユースケースに対応させること
ができるます。ただし、一般的に相互接続性は失わ
れます。
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LoRaWANの特徴

遠くへ
届く

小さい
消費電力

いろいろ
繋がる

低消費電力なため、電池で数年間稼
働するセンサーデバイスもあります。
センサー設置のための、
新たな電源工事は不要です。
但し、センサーデータの送信間隔を
短くすると電池寿命とトレードオフ
となります。

LoRaWAN®はスター型のネット
ワークトポロジーで構成されます。
1つのゲートウェイに対して、多数
のセンサーデバイスが接続可能です。
センサー個別ではなく、ゲートウェ
イが集約してインターネット接続を
行うことによって通信費用のコスト
を削減します。

1～2kmの通信範囲を得意とし、
農地や大規模工場、商業施設など大
規模なフィールドで特に実力を発揮
します。
WiFiやBluetoothと比べ、ゲート
ウェイの数量を低減でき、
機器費用を抑えることが可能です。
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IIJで実現できること

地域の課題解決に必要な機能をセレクトして整備。事後的な
機能追加・拡張も、大規模な改修を行うことなく対応可能。

統合管理
ダッシュボード

(管理者向け)

スマートフォン
アプリ

（個別利用者向け）

機器制御用アプリ
（個別利用者向け）

鳥獣捕獲罠の

動作状況

鳥獣害対策

水田の水位 土壌水分量 圃場の外気象

スマート農業

遠隔監視・データ収集

用水路の水位 排水路の水位 ため池の水位

揚水機場の

機器稼働状況
排水機場の

機器稼働状況
頭首工 分水工

の状況

用水管理・防災

気象計測
（気温・雨量・WBGT等）

道路冠水

水田の水管理
自動化（給排水）

データ活用（遠隔操作 等）

用水管理の
適正化省力化

スマート農業
の推進

田んぼダム

運用管理・共有
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これまでの取り組みと今後の方向性

IIJの強みである通信技術を活かし、事業を展開。

水田水管理システムの開発
LoRaWANを活用した

多面的展開

地域課題解決

情報通信環境整備へ

●水田の水位水温計測
●自動給水弁の開閉（遠隔制御）

●ハウス内の環境計測

●屋外・露地の
環境計測

●農業用水の
水位監視

●罠の作動通知

水稲での省力化・生産

効率向上

水稲以外の複数用途

での展開

地域全体での活用
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農水省事業 「農山漁村振興交付金(情報通信環境整備対策)」

農業農村における情報通信環境整備を促進。

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/jouhoutsuushin/attach/pdf/jouhou_tsuushin-50.pdf

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/jouhoutsuushin/attach/pdf/jouhou_tsuushin-50.pdf
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全国の基礎自治体様等

約70地域 の
支援実績

全国で展開するIIJのスマート農業の取り組み

愛媛県八幡浜市

温州みかんの収量・品質

の安定化



9

トライアングルエヒメ推進事業「デジタル実装加速化プロジェクト」

目的

高品質な温州みかん「真穴みかん」の産地である真穴共選において地区全体をカバーする
LoRaWANネットワークインフラを構築、土壌水分センサーを多数設置することで乾燥状態を
把握し、最適な灌水オペレーションを行い、品質を保ちつつ収量の高位安定化を実現する。

温州みかんのトップブランド「真穴みかん」。
口溶けが良く、ほどよい酸味と甘みのバランス
がやみつきになり、全国にファンが多数。真穴
共選では厳しい選果を行い、品質を担保してい
る。

真穴みかんとは コンソーシアム体制

株式会社インターネットイニシアティブ

真穴共選
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真穴地区全域へのLoRaWAN®ネットワークインフラ構築

土壌水分センサー

IIJモバイル（LTE）

IIJクラウド
プラットフォーム

# 機器 設置台数

1 LoRaWAN®基地局 7

2 土壌水分センサー 120

3 温湿度・雨量センサー 3

4 鳥獣害罠検知センサー 4

◼ 真穴地区にLoRaWAN®の無線インフラを構築し、どこでもセ
ンシングを行えるネットワークを整備。

◼ センサーデータをLoRaWAN®基地局で集約、クラウドへ送信
し、アクト・アップへAPI連携。可視化、分析を行う。

土壌水分センサー
温湿度・雨量

センサー

基地局

アクト・ノード社
「アクト・アップ」

API連携

半径1～2kmをカバー
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現状のLoRaWAN エリアカバー状況

7台の基地局で、真穴地区をほぼフルカバー。

◼ 山地ではあるものの見通しはよく、
効率的な基地局配置が行えた。
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スマート農業はあくまで手段

共選としてデータ活用に取り組む「土壌」があることが強み。
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愛媛県内における横展開
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